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安全性を高め、お客さまに安心してご乗車いただくため 

池上線・東急多摩川線のカーブ区間での速度制限対策工事を完了しました 

東京急行電鉄株式会社 

 

東京急行電鉄（本社：東京都渋谷区、社長：越村敏昭）では、２００７年３月末までに、池上線と東急多

摩川線の全カーブ区間での速度制限対策を完了しました。 

 当社では、２００５年５月の国土交通省からの通達を受けて、ＡＴＳ（自動列車停止装置）を使用して

いる大井町線、池上線、東急多摩川線の安全性を再確認しましたが、脱線の可能性のある箇所はなく、

緊急対策の必要はありませんでした。しかし、より安全性を高めてお客さまに安心してご利用いただく

ため、２００６年１１月から、池上線、東急多摩川線のカーブ区間とポイント部で、速度制限対策工事を進

めてきました。 

この対策は、既存の「定位置停止支援装置」（駅で停止する際のオーバーランを防止するシステム）

を応用し、カーブ区間やポイント部手前までに制限速度以下になるように、ブレーキを自動制御するシ

ステムを導入するものです。今回の工事により、池上線、東急多摩川線の全カーブ区間と全ポイント部

でのブレーキ自動制御が可能になりました。（詳細は別紙をご覧ください） 

大井町線については、２００８年３月（予定）の急行運転開始にあわせて、全線をＡＴＣ（自動列車制

御装置）化する工事を進めています。ＡＴＣ導入路線では、制限速度超過の可能性はありません。東横

線、田園都市線、目黒線、こどもの国線には、すでにＡＴＣを導入しています。 

 

池上線・東急多摩川線における速度制限対策の概要は以下の通りです。 

 

池上線・東急多摩川線における速度制限対策の概要 

 

○工事期間   ２００６年１１月～２００７年３月 

○導入路線   池上線、東急多摩川線 

○導入箇所   池 上 線・・・全カーブ区間および全ポイント部 

        東急多摩川線・・・全カーブ区間および全ポイント部 

 

 

 

 



（別紙） 
 
 

池上線・東急多摩川線の曲線部における速度超過対策イメージ

曲線制限速度
40km/h区間

列車最後尾が直線区間
に戻るまでは速度制限
になる

進行方向

駅間最高速度70km/h区間の場合

上限速度
40km/h指定

速度制限解除点

70km/h

40km/h

速
度

距離

②速度制限により
40km/hまで速度低下

速度制限開始点

①地上子から列車に
情報を送り、速度制限開始

③地上子から列車に情報を送り、
40km/hの速度制限を保持

④地上子から列車に情報を送り、
40km/hの速度制限を解除
（70km/hの速度制限に復帰）

地上子（※）

70km/h以下で走行 70km/h以下で走行

40km/h以下で走行

※地上子とは、地上からの情報を列車に伝えるために線路上に設けられた装置です。

 


